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   会   議   録  （要旨） 

 

会 議 名 第１６回瑞穂町行政評価委員会 

開 催 日 時 平成３０年７月１９日（木） 午後２時から午後３時３０分まで 

開 催 場 所 瑞穂町役場庁舎３階委員会室 

出 席 者 出席者：小山委員長、平山副委員長、池田委員、伊藤委員、木村委員、 

中村委員 

説明員 

【公営住宅管理事務】：小峰管財課長、長島管財係長 

【町内会（自治会）への支援】：古川地域課長、栗原地域係長 

【ふるさとづくり推進事業】：町田図書館長、鳥海文化財担当主査 

事務局：宮坂企画課長、杉本企画係長、企画係吉岡 

配 布 資 料 事前配布資料 

・平成２９年度事務事業評価シート 

【公営住宅管理事務】 

【町内会（自治会）への支援】 

【ふるさとづくり推進事業】 

議 題 １ 開 会 

２ 議 題 

（１）平成２９年度事務事業評価シートの外部評価について 

 ①【公営住宅管理事務】 

 ②【町内会（自治会）への支援】 

 ③【ふるさとづくり推進事業】 

３ その他 

傍 聴 者 なし 

審 議 経 過 

 

（主な意見等

を原則として

発言順に記

載。同一内容

は一つにまと

めた。） 

１ 開会 

小山委員長から会議公開についての説明が行われ、会議が進められた。 

２ 議題 

（１）平成２９年度事務事業評価シートの外部評価について 

①【公営住宅管理事務】 

※説明員から平成２９年度事務事業評価シート【公営住宅管理事務】に

基づき、事業概要の説明があった。 

○事前意見及び質問並びに説明員の回答 

（伊藤委員） 

・町営住宅の戸数、広さはどの程度か。 

・空き室率はどれほどか。 

・全入居世帯に対する滞納者世帯の割合はどれくらいか。 

・入居応募者数はどれくらいか。 

（小峰管財課長） 
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・戸数は７２戸、広さは３ＤＫで、面積は５６.８平方メートルである。

内訳は６畳和室が１部屋、６畳と４畳半の洋室１部屋づつとダイニング

キッチンである。 

・平成３０年７月１日現在、全７２戸のうち４戸が空き室となっており

空き室率は５.５％となっている。 

・平成２９年度決算では、１世帯で２か月分１０９，８００円の滞納が

あった。平成２９年度末では７０世帯が入居していたため滞納者世帯の

割合は１.４％である。補足としてお伝えするが、この滞納も平成３０

年６月４日に全額入金されており、平成２９年度の滞納は現在ない。 

・平成２９年度は４回６戸募集したところ、合計８人の応募があり、倍

率は１～３倍であった。平成３０年度は現在まで２回２戸募集した。合

計８人の応募があり、倍率は２～３倍であった。 

（小山委員長） 

・町営住宅の入居者世帯数と世帯主単位の年代別入居者数を教えていた

だきたい。 

・過去５年間に町営住宅を去って行った世帯数はどのくらいか。 

・階段型構造でエレベータやバリアフリー化が難しいとあるが、入居者

の高齢化が進み大きな課題になると思われる。将来的にどのような対応

を考えているか。 

（小峰管財課長） 

・平成３０年７月１日現在６８世帯が入居している。世帯主の年代別で

は、２０代２人、３０代４人、４０代１７人、５０代１５人、６０代１

１人、７０代１５人、８０代３人、９０代１人となっている。 

・平成２５～２９年度の５年間で１６世帯が町営住宅を去っている。年

度別の内訳は、平成２９年度２世帯、平成２８年度３世帯、平成２７年

度４世帯、平成２６年度４世帯、平成２５年度３世帯となっている。 

・まず、既に行った対応や現在行っている対応として、平成２５、

２６年度に全５棟に手すりを設置した。将来の対応としては、現

在、町営住宅長寿命化計画に則って改修工事を施工中で、これを

平成３４年度まで予定している。その後、エレベータをどうする

か改めて検討することになるが、平成２８年度にエレベータの設

置について、専門家に検討してもらった。建物の構造上、階段室

の踊り場にエレベータの床を合わせることになるため、踊り場に

エレベータから降りて、半階段を昇り降りして、各部屋への出入

りとなるということで、構造的にバリアフリーは難しいとの見解

であった。また、エレベータの個数が階段の数、各棟２個分必要

となり、概算金額として、エレベータ１基が２，０００万円で２

基必要となるため、１棟当たり４，０００万円必要となる。エレ

ベータの設置は、入居者の移動手段の確保としての必要性は十分

認識しているが、現実問題として、難しいという認識である。 
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現実的な対応策として、現在でも行っているが、１･２階の低層

階に空き室が出た時に、そちらへの変更募集を随時行っていくこと

や、住宅に拘らない方や、入居希望者の方の状況を考慮して、エレ

ベータの備わっている都営住宅を案内するということもひとつの

対応策ではないかと考えている。 

（平山委員） 

・関西地方の地震を受けて都内の各学校では周辺のブロック塀等の状況

調査、点検をしていると聞いているが、公営住宅周辺の状況はどうなっ

ているのか。 

・入居資格者の判定は、毎年または何年かに一度の周期で行っているの

か。それとも一度入居できればその後、高所得者になっても退去せず居

住することが可能なのか。 

（小峰管財課長） 

・平成３０年７月３日に改めて点検をしたが、町営東長岡住宅にはブロ

ック塀は設置していない。 

・入居者には毎年７月３１日までに前年度の収入報告書の提出すること

を義務付けている。入居者から提出された収入報告書を元に収入認定を

行い、翌年度の使用料を算定している。町営住宅に引き続き３年以上入

居し、かつ、認定した収入月額が条例に規定する収入基準を超える場合

には、収入超過者として認定し、明け渡しの努力義務が発生する。また、

町営住宅に引き続き５年以上入居し、かつ、収入月額が３１３，０００

円を超える入居者については、高額所得者として認定し、町営住宅の明

け渡しを請求することになる。従って、入居できても収入が一定基準以

上になると、退去をお願いすることもある。 

（池田委員） 

・１００％収納を目指しているが、実際は何％か。 

・リフォームにどのくらいの費用をかけているのか。 

・居住者の退去負担はどのくらいか。 

・地区別住宅戸数一覧及び広さは。 

・大規模修繕工事はどのくらいの周期で実施されているのか。 

・バリアフリー化の進展は。 

（小峰管財課長） 

・平成２９年度は一部滞納があったが、平成３０年６月に納付していた

だき１００％となっている。町営住宅が建てられてから現在まででも、

ほぼ１００％を維持している。 

・リフォームについては、入居していた期間や家族構成にもよるが、平

均的な金額として１３０万円ほど掛かっている。 

・退去者の方に修繕していただくものは、入居の際にパンフレットで説

明をしている。必ず修繕していただくものは、畳の表替えで、退去時の

負担としては、３万円程度負担をしていただいている。 
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・町営住宅は、長岡一丁目に所在しているが、町営住宅は町内ここ１箇

所のみとなっている。戸数は７２戸、広さは３ＤＫで５６.８平方メー

トルである。 

・大規模修繕工事については、長寿命化計画に基づいて平成２７年度か

ら平成３４年度にかけて、建物を長寿命化するために計画的に実施して

いる。平成２７、２８年度は屋上防水工事、平成３０、３１年度は外壁

改修工事、平成３２、３３年度は室内の居住性を向上させるために給湯

設備の設置を予定している。 

・バリアフリー化については、平成２５、２６年度に全５棟の建物外部

に手すりを設置した。室内については、入居者が退去した後の室内リフ

ォームの際に、段差を解消し室内移動に支障のないようにしている。将

来の対応としては、町営住宅長寿命化計画に伴う改修工事終了後、エレ

ベータをどうするか改めて検討することになるが、現時点では難しいと

考えている。 

 

○質問及び意見、説明員の回答 

（池田委員） 

・バリアフリー化についてエレベータ等構造的に難しいとのことである

が、現在のニーズに答えられない建物であれば修繕するよりも建替えを

した方が良いのではないか。 

（小峰管財課長） 

・町営住宅長寿命化計画を策定する際のアンケートでは、エレベータの

設置要望等あり、建替えという意見がでるのはもっともだと考えるが、

出来るだけこの場所に住んでいたいとの要望もあった。 

（中村委員） 

・意見として申し上げるが、町ではこの先高齢化に伴う空き家の発生等、

戸建て住宅の問題が顕著な問題になると考えられる。そこで提案したい

のが、町が良質な戸建て住宅を家主から借上げ、住民に貸し出すといっ

たような不動産賃貸業みたいなことをしてはどうか。地域コミュニティ

や防災・防犯の視点からも有効であると考えるので将来に向けて検討を

していただきたい。 

（伊藤委員） 

・瑞穂町公営住宅ストック総合活用計画とはどういったものか。また、

瑞穂町営住宅長寿命化計画の中身を簡単に教えていただきたい。 

（小峰管財課長） 

・瑞穂町公営住宅ストック総合活用計画とは瑞穂町営住宅長寿命化計画

の上位計画に位置付けられるものである。具体的には、大規模改修時期

を迎えつつある住宅を効率的・効果的に修繕し、長寿命化を図り、建物

の維持管理費用の縮減を目的とするものである。長寿命化計画について

は、一般的に寿命が５０年と言われているコンクリートの建物を７０年
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に延ばすという趣旨のもので、主には外壁改修や屋上防水工事を実施

し、長寿命化を図っていくものである。 

（伊藤委員） 

・長寿命化によって７０年建物をもたせるとなると、これからあと３５

年ということになる。その場合、建替え等を行った場合と長寿命化を図

った場合とで費用対効果等の試算は行っているのか。 

（小峰管財課長） 

・長寿命化計画に基づき事業を行った場合どのくらいの効果が見込める

かという試算は行っている。昭和５７年に建てられたことを踏まえて、

建替えがいいのか修繕がいいのか検討し、修繕維持管理の方向で進める

ということになった。 

（宮坂企画課長） 

・国の施策で新しいものを作るのではなく、あるものを使うという方向

性が示され、公共施設の延命化をということが言われていたため長寿命

化計画を策定したと考えられる。 

 

②【町内会（自治会）への支援】 

※説明員から平成２９年度事務事業評価シート【町内会（自治会）への

支援】に基づき、事業概要の説明があった。 

○事前意見及び質問並びに説明員の回答 

（伊藤委員） 

・アドバイザーからどのようなアドバイスがあったのか。 

（古川地域課長） 

・地域コミュニティを考える会において、地域活動支援アドバイザーの

山川氏を講師として迎え、「町内会・自治会の魅力を高め、人材を呼び

込もう」と題し、基調講演をしていただいた。役員のなり手がいない、    

行事や活動に参加する人、特に若い人の参加を増やしたい、町内会加入

者を増やしたいなど、町内会が直面している様々な課題に対し、実際に

あった事例などを基に、解決するためのヒントづくりをご教授いただい

た。主なアドバイスの内容は、ひとつめとしては町内会があることを「見

える化」するということで、活動時にお揃いのジャンパーを着ることで、

地域住民に町内会の存在を気づいてもらい、活動に対する興味を持たせ

るべきではないかというアドバイスをいただいた。ふたつめは町内会か

ら積極的に働きかけるということで、町内会へ参加してもらうことを、

待つだけではなく、こちらから積極的に働きかけ、また、役員確保の点

では、定年退職予定者に対し、早めのアプローチをしたらどうかなどと

のアドバイスもあった。 

（平山委員） 

・今後、町内会の存続が危ぶまれた場合において、ＮＰＯ法人に委託し

ているところも出てきているとネットに書かれていた。シートでは民間
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活力の導入が必要とあるが、そのような意味合いからか。 

・町内会への金銭的支援について、会計報告等のフィードバックはある

のか。 

（古川地域課長） 

・地域コミュニティの核である町内会を活性化させるためには、行政か

らの支援だけでなく、広く民間等からも情報や支援、協力が必要である

との認識から、シートでは民間活力導入について必要性があるとしてい

る。必ずしもＮＰＯ法人への委託に限ったものではない。 

・町内会への金銭的支援として、「地域づくり補助金」という補助制度が

あり、要綱により補助対象項目を定め、地域コミュニティの活動等に寄

与している。主な内容では、納涼祭や盆踊りなどのコミュニティ増進事

業、駅伝競走大会への参加、町内会備品の購入やパトロール活動などが

あり、町内会からの交付申請により、町から補助金を交付し、事業が完

了したのちには、フィードバックとしての実績報告書の提出をお願いし

ている。 

（池田委員） 

・講習会とはどのような内容か。 

（古川地域課長） 

・先ほどの伊藤委員からの質問への回答と重複するが、平成３０年１月

２７日に開催した町内会連合会事業、「地域コミュニティを考える会」

において、地域活動支援アドバイザーの山川氏を講師として迎え、「町

内会・自治会の魅力を高め、人材を呼び込もう」と題し、基調講演をい

ただいた。このような事業は、毎年開催している。また、シートには具

体的な記載はないが、西多摩地区の町内会・自治会が組織する、「西多

摩地区自治会・町内会連合会長会」の事業でも、定例研修会として、有

識者を招き、講演をいただくなど、事業を定期的に開催しているところ

である。 

 

○質問及び意見、説明員の回答 

（伊藤委員） 

・地域情報コーディネーターというのはどういった活動をしているのか。

また、役場の人間なのか。 

（古川地域課長） 

・地域情報コーディネーターの制度は平成２６年度から徐々にスタート

をしていった事業であり、役場の職員が登録をしているものである。若

手職員から管理職まで様々だが、役場職員によるお助け隊と考えていた

だければ分かりやすい。主な活動としては、夏祭りの準備や盆踊りの櫓

建て、廃品回収のお手伝いなどを行っている。町内会の現状や、地域の

方がどういった考えを持っているのかなど非常に勉強になったとの声

が上がっている。 
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（伊藤委員） 

・講演会での内容を踏まえて、改めて今後どういったことをするのかな

どの検討をしているのか。 

（古川地域課長） 

・町内会連合会の定例的な会議で意見や課題等それに対してどう対応し

たら良いか話し合いの場を設けている。平成２９年度の実績としては、

町内会のＰＲが足らないのではないかとの意見に対してのぼり旗や法

被を作成したところである。 

（中村委員） 

・地域情報コーディネーターの制度は承知しているが、誰がやっている

のかはわからない状況である。町内会では必ず総会があるのでそういっ

た場に出席して、コミュニケーションと情報集めをしていただきたい。 

（伊藤委員） 

・町民体育祭について、町内会と町とが一体となって行う行事のひとつ

と考えているが、今年は開催しないと聞いている。開催しない経緯につ

いて分かれば教えていただきたい。 

（古川地域課長） 

・町民体育祭については教育委員会の社会教育課の所管となっている。

担当課と町内会連合会で話し合いをした中では、町民体育祭を行うにあ

たり、参加者の減少等で役員にかなりの負担があるとのことだった。そ

ういった声に対して、教育委員会で町内会にアンケート調査を行った結

果、かなりの割合で中止にすべき、または隔年にすべきとの声が多かっ

たようである。また、今後のことについては協議中とのことである。 

 

③【ふるさとづくり推進事業】 

※説明員から平成２９年度事務事業評価シート【ふるさとづくり推進事

業】に基づき、事業概要の説明があった。 

○事前意見及び質問並びに説明員の回答 

（伊藤委員） 

・プロジェクトチームの人数と構成は。 

（町田図書館長） 

・人数は７人で、メンバーは町職員で構成されており、企画課長、秘書

広報課長、環境課長、建設課長、産業課長、教育課長、図書館長となっ

ている。なお、座長を図書館長が、副座長を産業課長が務めている。そ

の他、意見聴取として必要があると認める時は、メンバー以外の出席を

求め、意見を聞くことができるようになっている。 

（平山委員） 

・地域コーディネーターを育成とあるが、どのような町民がコーディネ

ーターの対象となるのか。 

（町田図書館長） 
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・基本的には全町民を対象に広く募集をし、まずは今年９月から１２月

までの間で、瑞穂の歴史・自然・観光に関する講座を開催する。講座で

は、平成２７年度、平成２８年度で作成した「ふるさと図鑑」をテキス

トとして使用することとなる。広報みずほ８月号で告知し、９月号で参

加者を募集する予定である。講座に参加していただいた方に平成３１年

度実施予定の（仮称）瑞穂検定を受けていただき、合格した方に地域コ

ーディネーターとして活動していただこうという流れで進めていると

ころである。また、プロジェクトチームの会議で、各課の課長がメンバ

ーであるため、組織横断的な情報交換を行い、コーディネーターにふさ

わしい方いれば、担当から個別に声をかけさせていただくことも考えて

いる。各種の関係団体にも広く声をかけ、ひとりでも多くの方に参加し

ていただけるよう進めて行きたいと考えている。 

（池田委員） 

・市町村まち・ひと・しごと総合戦略の中身はどのような内容か。町の

ホームページから検索できるのか。 

（宮坂企画課長） 

・町では、近年の社会情勢を踏まえ、人口減少、超高齢社会に対応する

とともに、それぞれの地域で住みよい環境を確保して、将来にわたって

活力ある社会を維持していくことを目的としている。その中の戦略のひ

とつの柱として地域資源・観光資源を活かしたまちづくりがある。ふる

さとをもう一度見直して、良さを再発見し、それをもとにこの町に活力

を与えようというものである。「瑞穂町まち・ひと・しごと創生総合戦

略」についてはホームページに掲載している。 

（平山委員） 

・瑞穂町においては、ふるさと納税で返礼品の制度はあるのか。また、

町民がふるさと納税を他の自治体にどの程度行っていて、税収にどれ程

の影響があるのか。 

（宮坂企画課長） 

・平成３０年度は３７３名の町民の方がふるさと納税を行っており、金

額は約３，０００万円となっている。なお、瑞穂町においては返礼品の

用意はしていない。 

 

○質問及び意見、説明員の回答 

（木村委員） 

・コーディネーターを育成するとのことだが、何名くらいを考えている

のか。また、認定をされたらどういった活動を望んでいるのか。 

（町田図書館長） 

・総合戦略の中の目標値としては平成３１年度にひとり以上となってい

るが、今回行う勉強会の参加者については２０名以内を想定している。

活動の場としては、ウオーキング等で町を訪れる方の案内役や、イベン
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ト等で瑞穂町の魅力を伝えるといったことを考えている。また、学校の

学習にも関われたらと考えている。 

（小山委員長） 

・ふるさと図鑑はどこで見られるのか。 

（町田図書館長） 

・図書館、郷土資料館でいつでも見られるようになっている。また、各

小中学校にも学習で活用していただくため配っている。 

（小山委員長） 

・ふるさと図鑑について、一般の方にもっとＰＲをしていただきたい。 

（伊藤委員） 

・コーディネーターの仕事はガイドを主としたものになると考えるが、

一気に色々な分野をというのは厳しいと思うので、分野ごとに講座や検

定を受けてもらうのも良いと考える。また、図鑑を作成したとのことで

あるが、これが実践として活かされていかなければいけないと考える。

狭山丘陵を歩いてみると植物の名前はほとんど書かれていない状況で

ある。そういったものに名前の表記があれば散策する方に対して、より

実践的なものになるのではないか。町でやることかコーディネーターが

やるのか分からないが、いずれにしてもそういったことをやってみては

いかがかと考える。 

  町に興味をもってもらうということであれば、町の企業の見学や体験

を考えてはどうか。そういう窓口が町にあれば、若い方や離職した方が

集まるのではないかと考える。 

(中村委員) 

・ふるさとづくり推進事業の核はブランド化だと考える。誰が責任者で

いつまでに何をやるかといった、将来に向けてのロードマップを明確に

し、計画的に進めていただきたい。 

 

３ その他 

（伊藤委員） 

・各事業に言えることだが、事務事業評価シートの２枚目に書かれてい

る年度目標について、何をいつまでにどの程度実施するのかということ

をもっと明確に記載していただきたい。 

 

閉会  午後３時３０分 

 

 


